
Day 2_예습과제_희망 업계 분석

< ANA >
1. 사업 summary
(어떤 비즈니스를 하는지, 업계 쉐어의 정도, 매출 등)

- ANA그룹은 항공사업을 중심으로 한 에어라인그룹으로서 국내외 항공 네트워크와 고객 기반을 활용하

면서 다양한 사업을 전개하고 있다.

- 지주회사인 ANA 홀딩스(주)가 최적의 경영자원 배분을 실시함과 동시에 각 사업회사의 자율적인 경

영을 지원하고 그룹 전체에서 지속적인 기업가치 향상을 추구하고 있다.

ⓐ 주요 사업 내용
- 定期航空運送事業 정기항공운송사업

  不定期航空運送事業 부정기항공운송사업

  航空機使用事業 항공기 사용 사업

  その他附帯事業 기타 부대 사업

ⓑ 매출
- (2024年매 3月출) 매출액은 2조559억엔(전기 대비 20.4% 증가)이 되었다. 또한 영업이익은 2,079억엔

(전기 대비 73.2% 증가), 경상이익은 2,076억엔(동 85.7% 증가), 모회사 주주에 귀속하는 당기순이익은 

1,570억엔(동 75.6% 증가)이 되며, 모두 과거 최고이익이 되었다.

2. 연간 결산서 2년분
- 2024年3月期決算

https://www.ana.co.jp/group/investors/data/kessan/pdf/2024_04_1.pdf 

- 2023年3月期決算

https://www.ana.co.jp/group/investors/data/kessan/pdf/2023_04_1.pdf 

3. 사업보고서 또는 회사 중장기 사업계획서
- 統合報告書 2024

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/24/24_00.pdf 

- ANAグループの経営戦略

https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/24/24_04.pdf 

https://www.ana.co.jp/group/investors/data/kessan/pdf/2024_04_1.pdf
https://www.ana.co.jp/group/investors/data/kessan/pdf/2023_04_1.pdf
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/24/24_00.pdf
https://www.ana.co.jp/group/investors/irdata/annual/pdf/24/24_04.pdf


4. 회사 비전 또는 이념 경영자의 인사글

ⓐ 경영 이념
- 安心と信頼を基礎に、世界をつなぐ心の翼で夢にあふれる未来に貢献します

  안심과 신뢰를 바탕으로 세계를 연결하는 마음의 날개로 꿈에 넘치는 미래에 공헌합니다.

ⓑ 경영 비전
- ワクワクで満たされる世界を

- ANA 창립 70주년을 계기로, 사원 한 사람 한 사람이 미래의 「있고 싶은 모습」을 서로 이야기해, 경

영 비전을 쇄신했습니다. 전 세계의 그룹 사원이 활기차게 도전을 계속해, 고객이나 사회에 기대면서 

새로운 가치를 제공해, 세계를 기대나 기쁨으로 채우고 싶은, 그런 생각을 담고 있습니다.

ⓒ 행동 지침

- 私たちは 「あんしん、あったか、あかるく元気！」に、次のように行動します。

- 安全（Safety）: 安全こそ経営の基盤、守り続けます。

- お客様視点（Customer Orientation）: 常にお客様の視点に立って、最高の価値を生み出します。

- 社会への責任（Social Responsibility）: 誠実かつ公正に、より良い社会に貢献します。



- チームスピリット（Team Spirit）: 多様性を活かし、真摯に議論し一致して行動します。

- 努力と挑戦（Endeavor）: グローバルな視野を持って、ひたむきに努力し枠を超えて挑戦します。

ⓓ 경영자의 인사글
平素より格別のご支援ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

昨年は、年明け、そして年の瀬、国内外で痛ましい航空機事故が続きました。事故

に遭われた方々に心からのお見舞いと、哀悼の意を表します。

ANA グループにおいても、昨年は幾つかの不安全事象の報告を受けました。改め

て、ANA グループの安全理念にある「安全は経営の基盤であり、社会への責務であ

る」の思いを強くいたしたところです。

航空の安全はもとより、職場の安全や、個人情報保護、システムの堅牢性、食の安

全など、一分の隙もないよう役職員一丸となって取り組んでまいります。

昨年はまた、生成 AI の進化や航空産業におけるサプライチェーンの乱れ、アメリ

カ大統領選挙でのトランプ氏の勝利、シリア・アサド政権の崩壊、韓国戒厳令の発
令など、世界では多くの変化が現れた年でもありました。

ANA グループを取り巻く経営環境は、日本国内のみならず世界の地勢学、政治、

経済情勢、そして技術革新に大きく左右されるところであり、私たちは常に変化に対して感度を上げ、即応していく必要があります。

国内・国際という区分けが融和してボーダーレス化が進む世界の航空市場を牽引するエアライングループとして、一層の成長を支える

原動力は ANA グループ 42,000人の一人ひとりの貢献です。自らを高め、それぞれの思いを声に出し、仲間と共に考え、一緒に行動

に移していきます。

今年は、ANA による昨年12月のミラノに続く、ストックホルム、イスタンブールの路線開設や日本貨物航空（NCA）の ANA グルー
プへの仲間入り、羽田空港第２ターミナル北側サテライトの本館接続、国内線と国際線の旅客サービスシステムの統合など、これまで

準備を進めてきた ANA グループの成長につながる挑戦を具現化していきます。

また、4月から半年間、大阪・関西万博が開催され、世界中から多くの外国人のお客様の来訪が見込まれています。ANA グループとし

ても万博成功に向けて尽力するとともに、ANA グループの最高品質を世界に向けて発信する機会としていきたいと思います。

2023年を起点とする中期経営戦略は今年最終年度を迎えますが、総じて当初計画に沿って順調に推移しており、ANAグループを応援

してくださるお客様をはじめとしたステークホルダーの皆様に、心より御礼申し上げます。

2023年は「跳ね」、2024年は「躍動」の思いをお伝えしましたが、2025年に向けては「撓」の一文字に思い至りました。今年は中期経営戦
略の経営テーマである「成長軌道への回帰」を確実に実現するとともに、攻撃前に身をたたむハブや矢を放つ前の引き絞った弓の如く、

力を「撓（たわ）めて」、2026年からの新しい中期経営戦略での飛躍に向け、しっかり備えてまいります。

世界中のグループ社員、みんなで力を合わせ、夢にあふれる ANA グループの未来に向かって取り組んでまいります。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。



5. 기업의 평판1)

6. 작년 신입 공고 내용
- 2024年

1) https://en-hyouban.com/company/00001114342/ 
 https://www.openwork.jp/company.php?m_id=a0910000000Frul 

https://en-hyouban.com/company/00001114342/
https://www.openwork.jp/company.php?m_id=a0910000000Frul

